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1 次の問に答えなさい．

(1) 126◦ を弧度法で表しなさい．

126× π

180
=

7π

10
【1点】

(2)
9π

5
を六十分法（度数法）で表しなさい．

9π

5
× 180

π
= 9× 36 = 324◦ 【1点】

(3) 1322◦ は第何象限の角が答えなさい．

180 < 1322− 360× 3 = 242 < 270

よって，第 3象限 【1点】

2 sin

(
−22π

3

)
の値を求めなさい．

sin

(
−22π

3

)
= sin

(
2π

3
+ 2π × (−4)

)

=sin
2π

3

=

√
3

2
【1点】

3 −π

2
< θ <

π

2
，sin θ = −1

4
のとき，次の問に答えなさい．

(1) θ は第何象限の角か答えなさい．

−π

2
< θ <

π

2
より，θ は第 1象限か第 4象限である．また，

sin θ < 0 より，θ は第 3象限か第 4象限である．よって，第
4象限である．【1点】

(2) cos θ の符号は正と負のどちらか答えなさい．

−π

2
< θ <

π

2
なので正である．【1点】

(3) cos θ の値を求めなさい．

sin2 θ + cos2 θ = 1

より，

cos θ =

√

1−
(
−1

4

)2

=

√
15

16
=

√
15

4
【1点】

(4) tan θ の値を求めなさい．

tan θ =
sin θ

cos θ
=

− 1
4√
15
4

= − 1√
15

= −
√
15

15
【1点】

4 角 θを tan θ = −3

2
を満たす第 4象限の角とする．この

とき，次の問に答えなさい．

(1) sin θの符号は正と負のどちらか答えなさい．

θ は第 4象限の角なので，負である．【1点】

(2) sin θ の値を求めなさい．

sin2 θ + cos2 θ = 1

より，
1 +

1

tan2 θ
=

1

sin2 θ

であるから，

sin θ = −
√√√√

1

1 + 1
/(

− 3
2

)2 = −
√

9

13
= −

3
√
13

13
【1点】



 

5 半径 5の扇型の面積が 5π であるとき，この扇形の中心
角を求めなさい．

1

2
× 52 × θ = 5π.

よって，

θ = 2× 1

52
× 2π =

2π

5
= 72◦ 【1点】

6 次の式を簡単にしなさい．

sin
(
θ +

π

2

)
+ cos(θ − π)

= sin
(
θ +

π

2

)
+ cos((θ + π)− 2π)

= cos θ + cos(θ + π) 【1点】
=cos θ − cos θ

=0 【1点】

　

7 △ABCにおいて，次の各問に答えなさい．ただし，a =

BC, b = CA, c = AB とする．

(1) b = 3，c = 4，A = 120◦ のとき，aを求めなさい．

余弦定理より，

a2 =32 + 42 − 2 · 3 · 4 · cos 120◦

=9 + 16 + 24 · 1
2

=37

よって，a =
√
37． 【1点】

(2) a = 3，b = 5，かつ，△ABC の外接円の半径が 7√
3
の

とき，c の値をを求めなさい．

正弦定理より，

sinA =
a

2R
=

3

2 · 7√
3

=
3
√
3

14
. 【1点】

よって，

cosA = ±
√
1− sin2 A = ±

√
1− 27

196
= ±13

14
. 【1点】

余弦定理より，

9 = 32 = 52 + c2 − 2 · 5 · c · cosA = 25 + c2 ∓ 65c

7
.

つまり，c は次の 2次方程式の解である【1点】;

c2 ∓ 65

7
c+ 16 = 0.

これを 7c2 ∓ 65c+ 112 = 0 と変形して，解の公式を適用す
ると

c =
±65±

√
652 − 4× 7× 112

14

=
±65±

√
1089

14
=

±65± 33

14

を得る．2つの複号の組み合わせで正の値になるのは，
+65 + 33

14
と +65− 33

14

の 2つのみである．よって，c の値は 7 かまたは 16

7
のい

ずれかである【3点】（各 1点．cosA を正と負の両方の場合
で考察している場合はさらに 1点）．
（※符号の組み合わせからわかるように，実際には cosA > 0

である）．

（別解）正弦定理より sinB =
5
√
3

14
．よって，cosB = ±11

14
．

余弦定理より，c は

7c2 ∓ 33c− 112 = 0

の解である．解の公式より，

c =
±33± 65

14
.

を得る．2つの複号の組み合わせで正の値になるのは，
+33 + 65

14
と −33 + 65

14

の 2つのみである（cosB > 0，cosB < 0 それぞれの場合に
対応している）．


